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フローチャート
コロナ後遺症漢方薬

新見正則 / 著
新興医学出版社 .

満月珈琲店のレシピ帖
桜田千尋 / 著
主婦の友社

すいどう
百木一朗 / 作
福音館書店

今日からはじめる
農家の事業承継

伊東悠太郎 / 著
家の光協会

樋口一葉赤貧日記
伊藤氏貴 / 著
中央公論新社

夢十夜
夏目漱石 / 著

文研出版

そうだったのか !
国の名前由来ずかん

西村まさゆき / 著
ほるぷ出版

古代エジプトの日常生活
ドナルド・P. ライアン / 著

原書房

プロカウンセラーがやさしく
教える人間関係に役立つ傾聴

古宮昇 / 著
清流出版 .

■今月のおすすめの本

そらのことばが降ってくる
高柳克弘 / 作

ポプラ社

■ プチ・シアター「子ども向け怪談３本立て」

　夏休みの子ども向けに怪談
アニメを上映します。

「恐怖の爪あと鍋島化猫騒動」
「のっぺらぼう」
「きもだめしのばん」の
3 本立てです。

●日時　 8 月 19 日㈯、 
14:00 ～ 14:41（13:30 開場）

●場所　 町民交流センター「いこっと」2 階大研修室
●定員　先着 80 人
※参加無料・申し込み不要

■ 7 月のおはなし会［場所・読み手］

●  1日㈯10:30～11:00児童向け［お話しの森・きらら］
●  12 日㈬ 10:30 ～ 11:00 乳幼児向け「かっちんこ」

［ハグハグ・絵本コンシェルジュ］
●  16 日㈰ 10:30 ～ 11:00 児童向け

［お話しの森・たまてばこ］

問広川町立図書館　☎ 0943-32-1163

広川町立図書館へ行こう！広川町立図書館へ行こう！

ビブリオバトル in HIROKAWA

　今年も熱いビブリオバトル（書評合戦）を開
催します。近隣の学校と、一般の人のバトラー
も募集します（学生・一般の 2 部構成）。
　おすすめ本を熱く語り、チャンプを目指して
みませんか？　観戦者も同時に募集します。

●日 時　 9 月 10 日㈰、14:00 ～
●場 所　 町民交流センター「いこっと」 

2 階大研修室
●定 員　 ［発表者］各 5 人　［観戦者］約 30 人
● 申込期限　7月30日㈰（先着順・事前申し込み制）
※ 各部門共に町外からの申し込み可。 

詳しくはお問い合わせください。

■ 7 月の休館日

●  3 日 ㈪・6 日 ㈭・10 日 ㈪・18 日 ㈫・24 日 ㈪・ 
31 日㈪

● 毎週㈪・第 1 ㈭が休館、㈪が祝日の場合は翌日以
降の直近の平日が休館
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広
川
文
芸

広
川
文
芸

神山設備 創業のきっかけ
　トイレやキッチン、手洗い場など、水回りを中心とした
給排水工事の業界で約１５年経験を積み、独立開業をし
ました。姉ががんで亡くなった年齢と同じ年齢となり「姉
の分まで悔いなく生きたい」「やりたいことは何でもやっ
てみよう」という想いから独立を決意しました。

創業塾で学んだこと・創業補助金の活用
　経営面については漠然とした不安があり、まずは創業
に必要な知識を学ぶため、商工会が主催する創業塾に
参加しました。ここでは、中小企業診断士に経営につい
て教えてもらうことができ、自信がつきました。
 また、広川町の創業補
助金を活用して、事業に
必要な工具や機械など
を購入しました。創業時
の資金繰りに余裕ができ、
とても助かりました。

今後の展望
　開業して１年がたち、人脈や取り引き先も広がり仲間
に感謝しています。お互いに協力しあう関係性をこれか
らも大切にしていきたいと思います。

広川町大字日吉 518-4
☎ 090-7155-2120
設立 / 令和 4 年 4 月
事業内容 / 配管工事

代表 神山大地

広川町・創業支援事業者の紹介 
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　創業を考えている人は、
まず商工会を訪れてくだ
さい。
　私は補助金や運転資金、
確定申告の相談などを行
いました。経営者として
先が見えやすくなったと
感じています。



ふるさと

再発見
広川町郷土史研究会

広川町古墳資料館だより

学校と教育制度の変遷　その 4
～ 「教育勅語」の発

は っ ぷ
布と頒

は ん ぷ
布 ～

　町内では、古墳時代後期 (6
世紀後半）の集落跡が調査さ
れています。当時の竪穴住居
跡を調査すると、屋根を支
えた 4 個の柱穴や火力の強
いカマドが見つかりました。
　カマドには甕

かめ
を据えて熱

湯を沸かし、その上へ底に穴
の開いた甑

こしき
を乗せて穀物を蒸

して食べていたようです。
　しかし調査では、カマドの
天井部分が落ちており、Ｕ字
形の袖部分しか残っていませ
んでした。

「
教き

ょ
う
い
く育

勅ち
ょ
く
ご語

」
が
生
ま
れ
た
経
緯

　
事
は
明
治
23
年
（
1
8
0
0

年
）
2
月
に
開
か
れ
た
、
地
方
長

官
会
議
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
こ
で

天
皇
直
裁
に
よ
る
教
育
方
針
の
確

立
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
基
因
し

ま
す
。

　
井い

の
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わ
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上
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た
原
案
に
、

元も
と
だ
な
が
ざ
ね

田
永
孚
の
意
見
も
加
え
て
修
正

し
成
立
し
ま
す
。
実
は
こ
の
2
人

と
も
旧
熊
本
藩
出
身
者
で
、
当
時

は
政
府
の
中
枢
で
の
要
職
に
あ
っ

た
人
物
で
す
。
発は

っ
ぷ布

は
同
10
月
30

日
で
し
た
。

　「
教
育
勅
語
」
の
特
徴
は
、
大

臣
の
副ふ

く
し
ょ署

を
伴
わ
な
い
形
で
発
布

さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
な
形
で
発
布
さ
れ
た
も
の
が
い

ま
一
つ
、「
軍ぐ

ん
じ
ん人

勅ち
ょ
く
ゆ諭

」（
明
治
15

年
1
月
4
日
）
が
あ
り
ま
す
。

　
右
の
よ
う
な
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用
さ
れ

た
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と
か
ら
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べ
て
の
法
令
を

超
越
す
る
絶
対
的
な
位
地
づ
け
に

な
っ
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と
い
え
る
で
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ょ
う
。
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1
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の
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規
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え
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語
」と「
御
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影
」
が
式
典
の
場
に
移
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。
下
広
川
小
学
校
で

は
解
体
（
昭
和
46
年
ご
ろ
?
）
さ

れ
る
前
の
旧
講
堂
の
ス
テ
ー
ジ
の

背
後
に
、
ぶ
厚
い
板
戸
の
つ
い
た

狭
く
て
、
奥
行
き
の
浅
い
部
屋
が

残
っ
て
い
ま
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そ
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安

室
（
殿
）
の
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で
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た
。

　「
上
廣
川
尋
常
高
等
小
学
校
沿

革
史
」
に
よ
る
と
、
同
33
年
2
月

11
日
に
上
広
川
尋
常
小
学
校
が
、

御
真
影
拝は

い
た
い戴

と
あ
り
ま
す
。
広
川

高
等
小
学
校
の
場
合
は
、
同
31
年

11
月
22
日
拝
戴
が
判
明
し
て
い
ま

す
。
下
広
川
・
中
広
川
尋
常
小
学

校
で
は
日
時
の
特
定
は
で
き
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
各
校
一
斉
に
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
か
く
も
重
要
視
さ
れ
た
「
教
育

勅
語
」
で
す
が
、
戦
後
の
同
23
年

6
月
19
日
の
国
会
決
議
に
よ
っ
て
、

失
効
・
排
除
と
な
り
ま
し
た
。

▲下広川国民学校にあった奉安殿▲下広川国民学校にあった奉安殿

▲古墳時代後期の竪穴住居跡
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